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病理組織学の明日を考える
第６回日本病理学会カンファレンス

世話人　加藤光保（筑波大学・実験病理学）

　1543年Andreas Vesaliusが著した「De mani Corporis Fabrica」は、躍動的な構図と正確なデッサンで人体の真の構造を表現し、当時の観念的な医学会の常識を根底から覆したと言われています。また、1590年頃には顕微鏡が発明され、Robert Hookeが「Micrographia」を著し、細胞について最初の記載をしたのは1665年のことです。その後、17世紀後半には、Antoni van Leeuwenhockによって原生動物、細菌、筋肉の横紋、血球、精子など多くの顕微鏡観察の報告がなされ、生物界に関する概念は一変し、後の外科学における消毒法の発見にも繋がって行きます。一方、顕微鏡によって成立した病理組織学は、1858年、Rudolf Virchowによる「Die Cellularpathologie in ihrer Begründung auf physiologische und pathologische Gewebelehre」を先駆として、疾患概念の革新をもたらし、以後150年に渡って医学体系の基盤を築いてきました。このような形態学の歴史は、明らかに医学を先導する学問的支柱を提供してきましたが、この間、人体の構造や病変組織の形態変化は、そのほとんどが記述されるだけに留まっており、その成立の法則性について科学的な解析が充分になされてきたとは言いがたいのが現状です。
　一方、Albert Coonsにより1955年に発表された蛍光抗体法は、組織を破壊せずに分子を見ることを可能にし、我国でも鈴江・濱島による 「蛍光抗体法」（1963年）、濱島・京極による「免疫組織学」(1968年)を嚆矢として、いまや病理組織学の中心的研究方法になっています。形態学に比べ、解析力と学問的蓄積性に優れた分子の学問は、さらに近年の遺伝子改変技術の革新をもたらし、トランスジェニックマウスやノックアウトマウスの作製を可能にしたところで、もう一度、形態学との新たな出会いがありました。現代が、生きた細胞の活動を分子のレベルで解明する分子細胞生物学の時代であるとするなら、次代の分子組織生物学はすでに幕が開かれて、組織学の知識をもつ研究者との恊働、分子レベルの研究と形態学の止揚が求められています。
　本カンファレンスでは、組織の構造と機能について特徴ある解析を進めている研究者にご講演いただき、組織の成立機序を数理解析により科学的に理解する病理形態学、ならびに遺伝子改変技術にもとづいて組織形態の成り立ちを分子レベルで理解する病理形態学の研究の可能性について考えてみたいと思います。また、近年、急速に発展しているシステムバイオロジーと病理形態学の接点についても探ってみたいと思います。
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